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2019年度 自治体学会総会 議事録 

 

日時：2019年 8月 24日（土） 9時 30分～10時 25分  

場所：堺市産業振興センター（堺市北区長曽根町１８３−５） 

  

１．開会あいさつ（金井理事長） 

金井理事長より、総会の開催にあたり参加者の審議をお願いする旨の挨拶があった。 

 

２．議長選出 

議長は、開催都道府県から選出する慣例にならい、近畿自治体学会会員の東口啓一さ

んが選出された。 

 

３．評議員会審議結果（金井理事長） 

8月 23日（金）の評議員会で、総会への議案付議について了承された旨、報告された。 

 

４．議案審議 

①議案 2018 年度事業報告（案） 

②第 2号議案 2018年度決算報告（案） 

以上２つの議案は関連があるので、一括審議とした。 

議案については、資料に基づき事務局より総会、理事会、評議員会等の開催などの

実施事業説明を行うともに、決算資料に基づき、決算報告を行った。 

決算案については、矢島真知子監事、飯川斉監事より、おおむね適切に処理されて

いるものの、細則・予算と実態の整合性の観点から改善の余地がある旨の報告がなさ

れた。 

監査報告に基づき、特別財産基金のあり方や学会の運営体制の見直しなどについて

意見が交わされた。金井理事長より、会員の総意を尊重しながらの検討が必要との考

えが示され、今後の改善方策については、専用組織などは設けず総務部会の協力のも

と理事会で検討することとされた。 

本議案は、拍手多数により承認された。 

 

 【主な意見】 

・基金の留保額が多いとの指摘について、ある程度の留保額が必要と思うので監事の見

解を聞きたい。 

→（監事）留保額や会費のあり方は、総会における会員の判断である。 

・企画部会の人数が多いという指摘については、実際人数と細則とのかい離が問題か、

経費節減という趣旨か伺いたい。 
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→（監事）細則と現状の違いを指摘したのみである。 

 

・特別財産基金については、学会発足時は事務局持ち回りだったため、独自事務局の設 

立のための目的を持った基金である。現在、当初目的は達成したと言える。 

・監査意見に賛成する。理事長の見解を問う。 

→（理事長）特別財産基金は、会員の考えに合わせて運営したいが、決算そのものは

単年度赤字であるので、この点も考慮すべきと考える。今回の事務所の引っ越しな

ど、急な費用負担の増もある。多額の現金を所有することの危険性は理解するが、

現金不足により臨時総会を開いてキャッシュフローを確保することも現実には難し

いので、その兼ね合いも必要である。 

企画部会の人数については、細則という規範と実態との差が生じていることをどの

ように扱うかということだが、これも会員の考えを尊重すべきと考える。 

・課題を、短期と中長期に分けて考えるべき。企画部会の適正人数は、そもそも何を行 

うかというミッションを達成する観点から考えるべきと思う。来年度までに方向性を

示すために議論は必要だと思うが、角を矯めて牛を殺すことになってはいけない。 

 

本議案は、拍手多数により承認された。 

 

 

③第 3 号議案 2019 年度事業計画（案） 

④第 4号議案 2019年度予算（案）  

以上の議案については関連があるので、第 3 号議案と第 4 号議案を一括して議題と

し、事務局から説明が行われ、拍手多数により承認された。 

⑤５号議案 規約改正案 

学会の事務所移転に関して、規約の改正を行うことを事務局より説明し、拍手多数

により承認された。 

なお 事務局の新住所は次の通り。 

  〒１０１-００４８ 東京都千代田区神田司町２－１９ 司 3331 202号室 

 

５．報告事項 

① 顧問の委嘱について 

    自治体学会規約第 13 条に基づき、代表運営委員を務められ、2018 年度の大会で

評議員（運営委員）を退かれた、下記の方について、自治体学会の顧問を委嘱する

ことを理事会で決定した。 

        氏名  中島興世氏（元恵庭市長） 

          2010年度から代表運営委員を３期、副理事長を１期務める。   
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② 自治体学会賞について 

(1)学会賞 国吉直行委員長より報告された。 

2回の委員会を開催し選考した結果、次のとおり決定した。 

○田村明まちづくり賞 2件 

千里市民フォーラム  

「ニュータウンにおける住民主導の多彩なプラットフォーム活動」 

コトラボ合同会社 代表 岡部友彦氏 

「地域資源を活用した各地における地域再生活動」 

○研究論文賞 

該当なし 

○自治体学研究奨励賞 1件 

 出雲明子氏 東海大学 

「働き方改革と公務労働 ― 同一労働同一賃金による労働法と公務員法の接

近 ―」 

(2) 2020年度大会開催地について 

 金井理事長より、開催地として、熊本市の了解を得たとして、下記の通り報告

された。なお、日程は、オリンピック・パラリンピックを考慮し、通常の開

催日程から変更している。 

    開催地   熊本県熊本市    

    開催時期  2020年 10月 9日（金）、10日(土) 

    会場    熊本市 熊本城ホール 

(3)地域支援部会長の交代について 

金井理事長より、地域支援部会会長について田中富雄氏から舞鶴市役所の南部 

浩一氏への交代が報告され、南部氏より挨拶があった。 

 

文責:榎本 


